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平成 27年 12月期通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 27年 12月４日に公表いたしました通期業績予想及び平成

27年 12月 25日に公表いたしました配当予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１． 平成 27年 12月期 通期連結業績予想の修正（平成 27 年１月１日～平成 27年 12 月 31日） 

                             
   （単位：百万円） 

 
売 上 高      営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 45,000  3,000  3,000  1,600  90円 96銭  

今回修正予想（Ｂ） 46,500  2,300  2,400  1,100  62円 53銭  

増   減   額（Ｂ－Ａ） 1,500  ▲700  ▲600  ▲500  －  

増   減   率（％） 3.3  ▲23.3  ▲20.0  ▲31.3  －  

※（ご参考） 

前期実績（平成 26 年 12月期） 39,930 
 

2,864  3,072 
 

1,446  82円 22銭 

 

 

２． 平成 27年 12月期 通期個別業績予想の修正（平成 27 年１月１日～平成 27年 12 月 31日） 

 
  （単位：百万円） 

 
売 上 高      経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 23,500  800  1,100  62円 53銭  

今回修正予想（Ｂ） 22,500  600  1,000  56円 85銭  

増   減   額（Ｂ－Ａ） ▲1,000  ▲200  ▲100  －  

増   減   率（％） ▲4.3  ▲25.0  ▲9.1  －  

※（ご参考） 

前期実績（平成 26 年 12月期） 22,074 
 

1,460 
 

654  37円 22銭 
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３． 配当予想修正の内容 

 

 
年 間 配 当 金 

第２四半期末 期  末 合  計 

前 回 予 想 

(平成 27 年 12月 25日発表) 
 ８円 00銭 16円 00銭 

今 回 修 正 予 想  

12円 00銭 

(普通配当８円 00銭) 

(記念配当４円 00銭) 

20円 00銭 

(普通配当 16円 00銭) 

(記念配当４円 00銭) 

当 期 実 績 ８円 00銭   

前 期 実 績 

(平成 26 年 12月期) 
８円 00銭 ８円 00銭 16円 00銭 

 

４． 修正の理由 

（１）通期業績予想の修正について 

連結業績における売上高は、台湾や韓国において繊維加工用薬剤事業が好調に推移したこ

となどから、前回発表予想を上回る見込みであります。しかしながら、新規事業のための技

術取得、上場に向けた社内制度改革に伴う一時的な費用及びコンサルティングフィー等を計

上したことなどにより、連結営業利益、経常利益及び当期純利益が前回発表予想を下回る見

込みであります。 

個別業績につきましては、国内市場の景気減速などにより、売上高、経常利益及び当期純

利益が前回発表予想を下回る見込みであります。 

 

（２）配当予想の修正について 

当社は、平成 27 年 12 月 25 日に東京証券取引所市場第二部へ上場いたしました。これも

ひとえに株主の皆様をはじめ、関係各位の長年にわたるご支援の賜物と心から感謝申しあげ

ます。つきましては、これまでご支援いただきました株主の皆様に感謝の意を表するため、

平成 27年 12月期の期末配当において、１株当たり４円の記念配当を実施することといたし

ました。 

これにより、平成 27年 12月期の１株当たり期末配当金につきましては、普通配当８円に

記念配当４円を加え 12 円となり、１株当たり年間配当金は 20 円となる見込みであります。

なお、本件につきましては、平成 28 年３月開催予定の第 102 期定時株主総会に付議する予

定であります。 

 

 上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したも

のであり、実際の業績は今後の様々な要因により予想値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


